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JA全農ウィークリーは
こちらから

（酪農部）

第41回全農酪農経営
体験発表会を開催

2面

（耕種総合対策部）

4-5面

ＴＡＣパワーアップ大会 
2023を開催



News!

News!

脱プラ実現に向けて包装資材をリニューアル

第４1回全農酪農経営体験発表会を開催

アサヒブロイラーと連携、直営店のクリスマス商品に使用

酪農家と組織が優良取り組み事例を発表

耕種資材部・畜産総合対策部

酪農部

　
全
農
は
12
月
23
〜
25
日
、グ
ル
ー
プ
会
社
の
㈱
ア
サ
ヒ
ブ
ロ
イ
ラ
ー

（
デ
パ
地
下
・
駅
ナ
カ
で
焼
き
鳥
や
総
菜
を
販
売
す
る
直
営
店
を
展
開
）

と
連
携
し
、同
社
直
営
店
の
ク
リ
ス
マ
ス
限
定
商
品
に
使
用
す
る
包
装

資
材
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
全
農
は
11
月
30
日
、第
41
回
全
農
酪
農
経
営
体
験
発
表
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
回
、
従
来
の
包
装
を
ク
ラ

フ
ト
紙
主
体
に
変
更
す
る
こ
と

で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
量
を

従
来
の
1
枚
当
た
り
約
5
・
8

㌘
か
ら
約
2
・
4
㌘
ま
で
削
減
。

当
該
包
装
資
材
は
耕
種
資
材
部

が
ア
サ
ヒ
ブ
ロ
イ
ラ
ー
に
供
給

し
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
は
ク
リ
ス

マ
ス
リ
ー
ス
と
資
源
循
環
の
輪

を
イ
メ
ー
ジ
。裏
面
に
は
環
境
省

の「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
・
ス

マ
ー
ト
」（
世

界
的
な
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
問
題
の
解

決
に
向
け
た

取
り
組
み
を

　
本
大
会
は
酪
農
家
の
経
営
安

定
お
よ
び
酪
農
業
界
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
は
酪
農
家
の

優
良
経
営
事
例
に
焦
点
を
当
て

て
開
催
し
て
き
ま
し
た
。今
年
度

は
厳
し
い
酪
農
環
境
を
業
界
一

丸
で
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と

い
う
思
い
を
込
め
て「
未
来
を

創
る　
酪
農
の
な
か
ま
」を
副
題

と
し
、酪
農
家
だ
け
で
な
く
、酪

農
業
界
を
支
え
る
関
係
組
織
の

方
々
か
ら
も
優
良
な
取
り
組
み

事
例
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
北
海
道
の
J
A
ひ

推
進
す
る
活
動
）に
賛
同
す
る
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

当
該
包
装
資
材
を
使
用
す

る
商
品
は「
ロ
ー
ス
ト
チ
キ
ン

も
も
焼
き（
鹿
児
島
い
い
と
こ

鶏
・
国
産
鶏
）」で
、
店
頭
で
は

P
O
P
を
掲
示
し
て
お
客
さ
ま

に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
へ
の
協

力
を
呼
び
か
け
ま
す
。今
後
も
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
環
境
に
配
慮
し
た

資
材
を
積
極
的
に
使
用
し
て
い

き
ま
す
。

が
し
宗
谷
、
岩
手
県
の
全
農
岩

手
県
本
部
と
葛
く
ず
ま
き
ち
ょ
う

巻
町
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
利
用
組
合
、
神
奈
川
県
の

神
奈
川
県
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー

と
リ
ト
ル
リ
バ
ー
フ
ァ
ー
ム（
小

川
牧
場
）、島
根
県
の
ダ
ム
の
見

え
る
牧
場（
大
石
牧
場
）、宮
崎

県
の（
一
社
）宮
崎
県
酪
農
公
社

と
上
原
牧
場
か
ら
取
り
組
み
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
企
画
と
し
て
全

農
の
酪
農
理
解
醸
成
イ
ベ
ン
ト

に
も
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
北

出
愛
さ
ん（
北
海
道
山
岸
牧
場
）、

富
澤
裕
敏
さ
ん（
群
馬
県
富
澤

牧
場
）も
登
壇
し
ま

し
た
。

　

当
日
の
様
子
は

発
表
者
ご
と
に

全
農
酪
農
部
の

Y
o
u
T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

リニューアルした包装資材 プラスチック・スマートロゴマーク

販売店舗

前列右から発表者の小川翔吾さん（神奈川）、上原
和博さん（宮崎）、木戸場真紀子さん（岩手）、大石
亘太さん（島根）
後列右から仲澤慶紀さん（神奈川）、今井弘高さん

（宮崎）、奥平真生さん（岩手）、石黒敦さん（北海
道）、富澤裕敏さん（群馬）

各発表作品は
こちらから
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News!

News!

News!

「サキホコレ」デビュー１周年

「とうほく未来Genkiフォーラム」に参加

お弁当レシピコンテストの入賞作品決定

首都圏量販店で副知事らとトップセールス

生産基盤の維持・拡大の取り組みなどを紹介

「お気に入りのご当地を紹介」をテーマに募集

秋田県本部

全農東北プロジェクト

広報・調査部

　
秋
田
県
本
部
は
11
月
24
日
、
県
産
米

「
サ
キ
ホ
コ
レ
」の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

首
都
圏
の
量
販
店
2
店
舗
で
行
い
ま
し

た
。「
サ
キ
ホ
コ
レ
」は
、秋
田
県
産
米
の

最
上
位
品
種
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
1

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
全
農
東
北
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
11
月
26

日
、東
北
七
新
聞
社
協
議
会
主
催
の「
と

う
ほ
く
未
来
G
e
n
k
i
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
全
農
が
協
賛
す
る
、小
学
生
を
対
象
に

し
た「
お
弁
当
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」の

入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。最
優
秀
賞

は
秋
田
県
の
食
材
を
使
用
し
た「
世
界
で

花
咲
け
！
サ
キ
ホ
コ
レ
弁
当
」が
受
賞
し

ま
し
た
。

　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
は
、銀
座
三
越（
東

京
都
）と
ヤ
オ
コ
ー
南
流
山
店（
千
葉
県
）

の
2
店
舗
で
開
催
。県
本
部
の
小
松
忠
彦

運
営
委
員
会
会
長
と
小
林
和
久
県
本
部

長
の
ほ
か
秋
田
県
の
猿
田
和
三
副
知
事

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
店
舗
で
は
、
先
着
1
0
0
人
に
新
米

の「
サ
キ
ホ
コ
レ
」3
0
0
㌘
を
配
布
し

た
ほ
か
、
ミ
ス
あ
き
た
こ
ま
ち
に
よ
る

店
頭
販
売
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
行
い
、
デ

ビ
ュ
ー
1
周
年
を
迎
え
た「
サ
キ
ホ
コ

レ
」の
新
米
を
首
都
圏
の
消
費
者
に
対
し

て
P
R
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は「
ま
じ
わ
る
東

北
」を
テ
ー
マ
に
開
催
。東
北
の「
に
ぎ

わ
い
」「
味
わ
い
」「
掘
り
お
こ
し
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、活
力
あ
る
東
北
の
未
来
に
向

け
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
た
全
農

東
北
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
の
柴
田

温
専
任
課
長
は
東
北
の
農
業
と
食
の

現
状
を
踏
ま

え
、生
産
基
盤

の
維
持
・
拡
大

の
た
め
に
全
農

が
取
り
組
ん
で

い
る
新
し
い
生

産
技
術
や
労
働

力
支
援
の
紹
介

と
、全
農
東
北

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
活
動
、ニ
ッ

ポ
ン
エ
ー
ル
と

の
連
携
な
ど

を
P
R
し
ま
し

た
。

　
住
ん
で
い
る
地
域
、日
本
の
好
き
な
場

所
、ふ
る
さ
と
な
ど
の
お
気
に
入
り
の
ご

当
地
食
材
・
料
理
を
取
り
入
れ
た
お
弁

当
レ
シ
ピ
を
募
集
。工
夫
、作
り
や
す
さ
、

見
た
目
、味
を
審
査
し
て
入
賞
20
作
品
を

決
定
し
ま
し
た
。

　
「
住
ん
で
い
る
地
域
の
お
い
し
い
食
材

を
紹
介
し
た
い
」「
地
元
の
食
材
で
家
族

が
元
気
に
な
る
よ
う
な
お
弁
当
を
作
っ

た
」「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
住
ん
で
い
る
地

域
の
料
理
が
お
い
し
い
か
ら
紹
介
し
た

い
」な
ど
思
い
が
こ
も
っ
た
力
作
ば
か
り

で
し
た
。

　
入
賞
者
に
は
、

お
米
、Ｊ
Ａ
タ
ウ

ン
ギ
フ
ト
カ
ー

ド
、
図
書
カ
ー

ド
な
ど
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

トップセールスに参加した（左から）なまは
げ、小林県本部長、小松運営委員会会
長、猿田副知事、ミスあきたこまち

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

登
壇
し
た
柴
田
専
任
課
長

（
右
か
ら
2
人
目
）

最
優
秀
賞
作
品「
世
界
で

花
咲
け
！
サ
キ
ホ
コ
レ
弁

当
」草
薙
こ
と
ね
さ
ん（
秋

田
県
・
小
4
）の
作
品

入賞作品のレシピは
こちらから
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分
科
会
で
は
「
農
業
労
働
力
支
援
」

「
ス
マ
ー
ト
農
業
」「
事
業
間
連
携
」「
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
力
強
化
」「
農
業
経
営
支

援
」
の
五
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
熱
心
な

議
論
が
展
開
さ
れ
、
普
段
接
し
な
い
他

県
・
他
Ｊ
Ａ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
の
交
流
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

　
全
農
で
は
こ
の
厳
し
い
農
業
情
勢
の

中
で
も
、
今
後
も
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
原
点
で

あ
る「
担
い
手
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
上

げ
て
い
く
」を
胸
に
、「
強
い
農
業
の
実
現
」

に
向
け
て
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
担
い
手
に
寄
り
添
い
、

と
も
に
課
題
を
乗
り
越
え
て
い
け
る
よ

う
、取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

大
会
で
全
国
表
彰
を
３
回
以
上
受
賞
し
、

Ｔ
Ａ
Ｃ
の
活
動
を
高
い
レ
ベ
ル
で
継
続
し

て
い
る
Ｊ
Ａ
金
沢
市
、Ｊ
Ａ
阿
蘇
を
Ｔ
Ａ

Ｃ
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
Ｊ
Ａ
と
し
て
表
彰

し
ま
し
た
。

　
取
り
組
み
事
例
発
表
で
は
、受
賞
者
か

ら
生
産
振
興
や
ス
マ
ー
ト
農
業
、
省
力
・

低
コ
ス
ト
資
材
の
導
入
提
案
、
農
家
の
経

営
支
援
な
ど
幅
広
い
担
い
手
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
ら
多
様
な
担
い
手
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
体
制
の
強
化
に

つ
い
て
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
番
組
「
あ

ぐ
り
ず
む
」の
M
C
で
お
な
じ
み
の
タ
レ
ン

ト
川
瀬
良
子
さ
ん
が
登
壇
。「
担
い
手
農

家
の
声
を
聴
く
力
・
伝
え
る
力
〜
あ
ぐ

り
ず
む
を
通
じ
た
農
業
へ
の
想
い
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
ラ
ジ
オ
番
組
を
中
心
と
し
た

担
い
手
農
家
へ
の
取
材
の
中
で
培
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法
に
つ
い
て
、
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
写
真
を
交
え
な
が
ら
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　　
大
会
は
、「
地
域
農
業
の
課
題
の
解
決

に
資
す
る
出
向
く
活
動
基
盤
の
強
化
」

「
食
料
安
全
保
障
に
資
す
る『
強
い
農
業
』

の
創
出
に
向
け
た
生
産
基
盤
の
維
持
・

強
化
」「
次
世
代
に
地
域
農
業
を
つ
な
ぐ

た
め
の
環
境
調
和
型
農
業
の
実
践
」
を

テ
ー
マ
に
活
動
表
彰
や
取
り
組
み
事
例

発
表
、分
科
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
年
度
は
新
た
な
試
み
と
し
て

全
国
を
東
日
本
地
区（
北
海
道
、
東
北
、

関
東
甲
信
越
）、西
日
本
地
区（
北
陸
、東

海
、
近
畿
）、
中
四
国
九
州
地
区（
中
国
、

四
国
、九
州
、沖
縄
）の
三
つ
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
で
審
査
委
員
会
を
実
施
。

各
地
区
の
代
表
に
選
出
さ
れ
た
Ｊ
Ａ・

Ｔ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
審
査
を
大
会
内

で
行
い
ま
し
た
。

　
プ
レ
ゼ
ン
審
査
を
経
て
、
最
高
位
に
あ

た
る
全
農
会
長
賞
に
選
出
さ
れ
た
Ｊ
Ａ

に
し
み
の
（
Ｊ
Ａ
部
門
）、Ｊ
Ａ
石
川
か
ほ

く
・
櫻
井
和
幸
さ
ん
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
部
門
）
を

は
じ
め
と
し
て
、Ｊ
Ａ
部
門
２
Ｊ
Ａ
、Ｔ
Ａ

Ｃ
部
門
９
人
を
表
彰
し
た
ほ
か
、
過
去
の

　
全
農
は
11
月
16
、
17
日
、
新
横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で「
T
A
C
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

大
会
２
０
２
３
」を
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
地
域
農
業
の
担
い
手
に
出
向
く

J
A
担
当
者（
T
A
C
）や
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
者
、Ｊ
Ａ
役
員
、
担
い
手
、
関
係
機
関
な

ど
約
2
6
0
人
が
参
加
し
た
他
、各
県
に
設
置
し
た
県
域
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
か
ら

も
多
く
の
方
が
視
聴
し
ま
し
た
。

ＴＡＣの「原点」を胸に  「強い農業」の実現に  向けた取り組みを全国で共有
TACパワーアップ大会 ２０２3を開催

我
々
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
、

 

一
、担
い
手
と
消
費
者
の
懸
け
橋
と
し
て

　
　「
食
」の
未
来
を
支
え
ま
す
。 

 

一
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
高
め
、 

担
い
手
の
声
に
応
え
、

　
　
営
農
を
後
押
し
し
ま
す
。  

 

一
、担
い
手
と
共
に
活
気
あ
る
地
域
農
業
を
未
来
に
つ
な
ぎ
ま
す
。

TACパワーアップ大会2023活動表彰
審査結果 大会宣言

1

【
耕
種
総
合
対
策
部
】

TAC部門

石川県　　石川かほく農業協同組合
【全農会長賞】

櫻井　和幸 氏

ＪＡ部門
岐阜県　　西美濃農業協同組合

ＴＡＣトップ
ランナーズＪＡ

石川県　　金沢市農業協同組合
熊本県　　阿蘇農業協同組合

【全農会長賞】

茨城県　　水郷つくば農業協同組合
【優秀賞】

島根県　　島根県農業協同組合
岩手県　　岩手中央農業協同組合

【優秀賞】
原　　紀行 氏
米田　菜摘 氏

埼玉県　　ほくさい農業協同組合
神奈川県　さがみ農業協同組合
石川県　　能美農業協同組合
三重県　　鈴鹿農業協同組合
佐賀県　　佐賀県農業協同組合
熊本県　　本渡五和農業協同組合

【地区別優秀賞】
須賀　大輔 氏
森　　海人 氏
西田　誠也 氏
谷口　昌志 氏
鶴田　新侍 氏
山下　清弥 氏

お
も

※ＪＡ部門表彰を過去に３回以上受賞したＪＡ。活動の高位レベル維持とモチベーション向
上、全国のＴＡＣの模範となる優良な事例を広く紹介するために2016年度から設置。

受賞者らの集合写真
基調講演をする川瀬良子さん
ＴＡＣ部門で全農会長賞を受賞したＪＡ
石川かほく櫻井和幸さん
表彰状を受け取るＪＡ部門全農会長賞
JAにしみの加賀清孝常務理事
大会宣言を行うＪＡさがみ森海人さん
結果発表を行う全農の野口栄代表理
事理事長
分科会で議論する参加者
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分
科
会
で
は
「
農
業
労
働
力
支
援
」

「
ス
マ
ー
ト
農
業
」「
事
業
間
連
携
」「
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
力
強
化
」「
農
業
経
営
支

援
」
の
五
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
熱
心
な

議
論
が
展
開
さ
れ
、
普
段
接
し
な
い
他

県
・
他
Ｊ
Ａ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
の
交
流
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

　
全
農
で
は
こ
の
厳
し
い
農
業
情
勢
の

中
で
も
、
今
後
も
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
原
点
で

あ
る「
担
い
手
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
上

げ
て
い
く
」を
胸
に
、「
強
い
農
業
の
実
現
」

に
向
け
て
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
担
い
手
に
寄
り
添
い
、

と
も
に
課
題
を
乗
り
越
え
て
い
け
る
よ

う
、取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

大
会
で
全
国
表
彰
を
３
回
以
上
受
賞
し
、

Ｔ
Ａ
Ｃ
の
活
動
を
高
い
レ
ベ
ル
で
継
続
し

て
い
る
Ｊ
Ａ
金
沢
市
、Ｊ
Ａ
阿
蘇
を
Ｔ
Ａ

Ｃ
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
Ｊ
Ａ
と
し
て
表
彰

し
ま
し
た
。

　
取
り
組
み
事
例
発
表
で
は
、受
賞
者
か

ら
生
産
振
興
や
ス
マ
ー
ト
農
業
、
省
力
・

低
コ
ス
ト
資
材
の
導
入
提
案
、
農
家
の
経

営
支
援
な
ど
幅
広
い
担
い
手
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
ら
多
様
な
担
い
手
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
体
制
の
強
化
に

つ
い
て
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
番
組
「
あ

ぐ
り
ず
む
」の
M
C
で
お
な
じ
み
の
タ
レ
ン

ト
川
瀬
良
子
さ
ん
が
登
壇
。「
担
い
手
農

家
の
声
を
聴
く
力
・
伝
え
る
力
〜
あ
ぐ

り
ず
む
を
通
じ
た
農
業
へ
の
想
い
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
ラ
ジ
オ
番
組
を
中
心
と
し
た

担
い
手
農
家
へ
の
取
材
の
中
で
培
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法
に
つ
い
て
、
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
写
真
を
交
え
な
が
ら
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　　
大
会
は
、「
地
域
農
業
の
課
題
の
解
決

に
資
す
る
出
向
く
活
動
基
盤
の
強
化
」

「
食
料
安
全
保
障
に
資
す
る『
強
い
農
業
』

の
創
出
に
向
け
た
生
産
基
盤
の
維
持
・

強
化
」「
次
世
代
に
地
域
農
業
を
つ
な
ぐ

た
め
の
環
境
調
和
型
農
業
の
実
践
」
を

テ
ー
マ
に
活
動
表
彰
や
取
り
組
み
事
例

発
表
、分
科
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
年
度
は
新
た
な
試
み
と
し
て

全
国
を
東
日
本
地
区（
北
海
道
、
東
北
、

関
東
甲
信
越
）、西
日
本
地
区（
北
陸
、東

海
、
近
畿
）、
中
四
国
九
州
地
区（
中
国
、

四
国
、九
州
、沖
縄
）の
三
つ
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
で
審
査
委
員
会
を
実
施
。

各
地
区
の
代
表
に
選
出
さ
れ
た
Ｊ
Ａ・

Ｔ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
審
査
を
大
会
内

で
行
い
ま
し
た
。

　
プ
レ
ゼ
ン
審
査
を
経
て
、
最
高
位
に
あ

た
る
全
農
会
長
賞
に
選
出
さ
れ
た
Ｊ
Ａ

に
し
み
の
（
Ｊ
Ａ
部
門
）、Ｊ
Ａ
石
川
か
ほ

く
・
櫻
井
和
幸
さ
ん
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
部
門
）
を

は
じ
め
と
し
て
、Ｊ
Ａ
部
門
２
Ｊ
Ａ
、Ｔ
Ａ

Ｃ
部
門
９
人
を
表
彰
し
た
ほ
か
、
過
去
の

　
全
農
は
11
月
16
、
17
日
、
新
横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で「
T
A
C
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

大
会
２
０
２
３
」を
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
地
域
農
業
の
担
い
手
に
出
向
く

J
A
担
当
者（
T
A
C
）や
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
者
、Ｊ
Ａ
役
員
、
担
い
手
、
関
係
機
関
な

ど
約
2
6
0
人
が
参
加
し
た
他
、各
県
に
設
置
し
た
県
域
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
か
ら

も
多
く
の
方
が
視
聴
し
ま
し
た
。

ＴＡＣの「原点」を胸に  「強い農業」の実現に  向けた取り組みを全国で共有
TACパワーアップ大会 ２０２3を開催

我
々
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
、

 

一
、担
い
手
と
消
費
者
の
懸
け
橋
と
し
て

　
　「
食
」の
未
来
を
支
え
ま
す
。 

 

一
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
高
め
、 

担
い
手
の
声
に
応
え
、

　
　
営
農
を
後
押
し
し
ま
す
。  

 

一
、担
い
手
と
共
に
活
気
あ
る
地
域
農
業
を
未
来
に
つ
な
ぎ
ま
す
。

TACパワーアップ大会2023活動表彰
審査結果 大会宣言

1

【
耕
種
総
合
対
策
部
】

TAC部門

石川県　　石川かほく農業協同組合
【全農会長賞】

櫻井　和幸 氏

ＪＡ部門
岐阜県　　西美濃農業協同組合

ＴＡＣトップ
ランナーズＪＡ

石川県　　金沢市農業協同組合
熊本県　　阿蘇農業協同組合

【全農会長賞】

茨城県　　水郷つくば農業協同組合
【優秀賞】

島根県　　島根県農業協同組合
岩手県　　岩手中央農業協同組合

【優秀賞】
原　　紀行 氏
米田　菜摘 氏

埼玉県　　ほくさい農業協同組合
神奈川県　さがみ農業協同組合
石川県　　能美農業協同組合
三重県　　鈴鹿農業協同組合
佐賀県　　佐賀県農業協同組合
熊本県　　本渡五和農業協同組合

【地区別優秀賞】
須賀　大輔 氏
森　　海人 氏
西田　誠也 氏
谷口　昌志 氏
鶴田　新侍 氏
山下　清弥 氏

お
も

※ＪＡ部門表彰を過去に３回以上受賞したＪＡ。活動の高位レベル維持とモチベーション向
上、全国のＴＡＣの模範となる優良な事例を広く紹介するために2016年度から設置。

受賞者らの集合写真
基調講演をする川瀬良子さん
ＴＡＣ部門で全農会長賞を受賞したＪＡ
石川かほく櫻井和幸さん
表彰状を受け取るＪＡ部門全農会長賞
JAにしみの加賀清孝常務理事
大会宣言を行うＪＡさがみ森海人さん
結果発表を行う全農の野口栄代表理
事理事長
分科会で議論する参加者
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「
１
日
分
の
野
菜
摂
取
目
標
3
5
0
㌘
ぴ
っ

た
り
当
て
ク
イ
ズ
」と
県
産
米
を
使
用
し
た

「
デ
コ
巻
き
ず
し
」体
験
を
行
い
、
職
員
は
子

ど
も
た
ち
に
県
産
農
産
物
の
お
い
し
さ
や
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
の
大
切
さ
、
み
ん
な
で
調

理
し
食
べ
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

　国
民
が
必
要
と
し
、
消
費
す
る
食
料
は
で

き
る
だ
け
そ
の
国
で

生
産
す
る「
国
消
国

産
」の
考
え
方
を
多

く
の
方
々
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
今

後
も
こ
う
し
た
支
援

へ
の
協
力
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

い
地
元
の
農
産
物
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

農
業
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
」と
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
く
し
ま
の
清
田
麻

利
子
理
事
長
へ
県
産「
あ
き
さ
か
り
」の
新
米

1
5
0
㌔
、「
な
る
と
金
時
」2
5
0
㌔
、

飲
料「
ザ
す
だ
ち
」1
5
0
0
本
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　
　
　

　清
田
理
事
長
か
ら
は「
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
た
新
米
や
季
節
の
農
産
物
は
、
子
ど
も

た
ち
に
食
の
大
切
さ
を
伝
え
な
が
ら
大
事

に
使
っ
て
い
き
た
い
」と
お
礼
の
言
葉
と
県

本
部
の
支
援
活
動
に
対
す
る
感
謝
状
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　寄
贈
し
た
農
産
物
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と

く
し
ま
に
登
録
し
て
い
る
里
親
会
や
こ
ど
も

食
堂
で
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　11
月
18
日
、
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
て
い

く
過
程
で
食
へ
の
関
心
や
興
味
を
高
揚
し
、

食
の
大
切
さ
、
食
を
支
え
る
農
業
の
役
割
な

　10
月
16
日
、
坂
本
雅
彦
県
本
部
長
が「
国

消
国
産
の
日
の
取
り
組
み
と
し
て
、
お
い
し

ど
への
理
解
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
徳

島
市
の
Ｊ
Ａ
会
館
で「
Ｊ
Ａ
秋
の
こ
ど
も
食

育
フェ
ス
タ
」（
主
催
＝
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
徳
島
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

　当
日
は
親
子
約
2
5
0
人
が
来
場
し
、
お

米
に
関
す
る
講
演
や「
や
さ
い
〇
×
ク
イ
ズ
」

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。県
本
部
の
ブ
ー
ス
で
は
、

県
本
部

だ
よ
り
徳島県本部

地
元
の
農
産
物
を
味
わ
い
農
業
の
大
切
さ
を
伝
え
る

「
国
消
国
産
月
間
」に
多
彩
な
取
り
組
み

　
徳
島
県
本
部
は
、
消
費
者
へ
の
食
料
安
定
確
保
の
関
心
を
高
め
る
た
め
制
定
さ
れ
た
10
月

16
日
の
「
国
消
国
産
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
10
、
11
月
の
「
国
消
国
産
月
間
」
に
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
県
産
農
産
物

Ｊ
Ａ
秋
の
こ
ど
も
食
育
フ
ェ
ス
タ

フードバンクとくしまへ県産農産物を寄贈

クイズで使用した野菜

デコ巻きずしを作る参加者ら

完成したデコ巻きずし
「1日分の野菜摂取目標350㌘
ぴったり当てクイズ」の参加者ら
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ＪＡ根上
（石川県）

概要 2022年12月３１日 現在

正組合員数　　　　        　839人
准組合員数　　　      　 　1635人
職員数                       34人
販売品取扱高            2億2千万円
購買品取扱高          11億4千万円
貯金残高  　         411億9千万円
長期共済保有高      643億2千万円
主な農産物　　  米・大麦・加賀丸いも

「
加
賀
丸
い
も
」
を
ブ
ラ
ン
ド
化

省
力
化
進
め
商
品
開
発
も
多
彩
に

て
い
ま
し
た
が
、
認
知
度
は
十
分

と
は
言
え
な
い
状
況
で
し
た
。

　
2
0
1
3
年
に
は「
加
賀
丸

い
も
生
産
1
0
0
周
年
」を
記

念
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
生

産
振
興
と
ブ
ラ
ン
ド
化
に
本
格

的
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。16

年
9
月
に
は
国
の
地
理
的
表
示

（
G
I
）保
護
制
度
を
取
得
し
、

18
年
か
ら
最
上
級
品
質
の
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
の
初
競
り
を
開
催

し
ま
し
た
。
22
年
8
月
に
は
県

の
特
色
あ
る
農
林
水
産
物
と
し
て

「
百
万
石
の
極
み
」に
も
認
定
さ

れ
、徐
々
に
知
名
度
も
向
上
。全

国
各
地
か
ら
注
文
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
省
力
化
の
取
り
組
み

と
し
て
畝
立
て
・
施
肥
・
マ
ル

チ
の
作
業
を
同
時
に
行
う「
高

畝
成
形
機
」や「
エ
ン
ド
ウ
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
簡
易
つ
る
巻
き

特
産
品
を
使
用
し
た
加
工
品
も

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
加
賀
丸
い
も
」の
栽
培
適
地

は
、1
9
3
4
年
の
手
取
川
の

大
洪
水
に
よ
っ
て
、川
砂
と
粘
土

質
の
土
が
適
度
に
混
ざ
り
合
っ
た

能
美
市
、
小
松
市
の
一
部
の
水
田

に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
粘
り
気

の
強
さ
が
特
長
で
、日
本
料
理
を

は
じ
め
、高
級
和
菓
子
な
ど
の
高

級
食
材
と
し
て一
定
の
評
価
を
得

者
に
も
な
じ
み
深
い
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
風
な
ら
、お
か
ず
と
一
緒
に

ご
は
ん
を
食
べ
て
も
ら
え
る
の
で

は
」と
い
う
発
想
か
ら
、
商
品
開

発
が
開
始
し
ま
し
た
。

　

地
元
食
材
を
使
用
し
た
13
種

類
の
手
作
り「
ご
は
ん
ば
〜
が
」

を
販
売
し
て
い
ま
す
。ま
た
、「
加

賀
丸
い
も
」を
使
用
し
た「
ボ
ー

ル
コ
ロ
ッ
ケ
」「
と
ろ
〜
り
焼
き
」

な
ど
も
販
売
し
て
い
ま
す（
商
品

は
す
べ
て
冷
凍
食
品
で
す
）。

つる巻き作業

「ごはんば〜が」のパンフレット

石
川
県

富山県

岐阜県福井県

　
J
A
根
上
は
石
川
県
南
部
に

位
置
す
る
能
美
市
根
上
地
区
を

管
内
と
し
、
手
取
川
扇
状
地
帯

の
膨
軟
な
土
質
と
霊
峰「
白
山
」

か
ら
の
豊
か
な
用
水
を
利
用
し

た
能
美
市
特
産
ブ
ラ
ン
ド
ヤ
マ

ノ
イ
モ「
加
賀
丸
い
も
」や「
コ
シ

ヒ
カ
リ
」「
ゆ
め
み
づ
ほ
」「
ひ
ゃ

く
ま
ん
穀
」な
ど
の
米
や
大
麦
の

生
産
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、

技
術
」な
ど
の
省
力
化
技
術
の
導

入
に
よ
る
生
産
性
向
上
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

02
年
に
J
A
特
産
品「
ご
は

ん
ば
〜
が
」の
商
品
開
発
を
手
掛

け
て
か
ら
今
年
で
21
年
を
迎
え

ま
し
た
。
開
発
の
き
っ
か
け
は
、

J
A
根
上
加
工
部
会
メ
ン
バ
ー
の

お
孫
さ
ん
の「
白
い
ご
は
ん
、
好

き
じ
ゃ
な
い
」と
い
う
ひ
と
言
か

ら
。
加
工
部
会
の
皆
さ
ん
が「
若

生産者による省力化技術の圃場巡回

「加賀丸いも」商品

省
力
化
技
術
の
導
入
で

「
加
賀
丸
い
も
」生
産
性
向
上

21
周
年
を
迎
え
た

根
上
屋「
ご
は
ん
ば
～
が
」
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JA全農提供ＦＭラジオ番組（ＴＯＫＹＯ ＦＭ/ＪＦN38局）
毎週土曜日13：00～13：55
東京・半蔵門のアースギャラリースタジオより生放送！

おらほの逸品館

　秋田県鹿角市の八幡平松館集落で古くから栽培されて
いる「松館しぼり大根」は、清らかな水と肥えた土で育てら
れた地ダイコンです。その「しぼり汁」は独特の風味と目が
覚めるほどの強い辛みがあり、おろし専用のダイコンとして
地域を代表する特産物となっています。
　普通のダイコンよりも水分が少なく、皮ごとおろしてその
辛味を楽しむことができます。そば、湯豆腐、サラダ、ステー
キなどで食べるのがお薦めです。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農の産地直送通販サイト

まつだて

松館しぼり大根２kg……2500円（税込み）

伊藤園×ニッポンエールの共同開発商品

「ニッポンエール いちご＆ミルク」を新発売

　商品は、甘みと酸味のバランスが良い福岡県産「あまおう」と国産牛乳を
使用し、イチゴの甘い風味と厚みのあるミルク感を楽しむことができます。商
品を通じて、イチゴと牛乳のおいしさや魅力を全国にお届けすることで、生
果や牛乳の販売拡大にもつなげ、生産者と酪農家の皆さまを応援します。
　国産農畜産物の消費拡大や生産振興に向けて、今後もニッポンエール
の取り組みを全国の産地・品目に拡大していきます。

　全農は12月2日、米・食味鑑定士協会と「米・食味分析鑑定コン
クール」inつなん実行委員会が主催する「全国農業高校 お米甲子
園2023（以下、お米甲子園）」に特別協賛しました。　  　 【米穀部】

　農業の後継者不足・若者の米離れが進む中、未来を担
う高校生にお米や米づくりに誇りをもち、その発展を目指し
てほしいという思いに賛同し、全農は2019年から「お米甲
子園」に特別協賛しています。
　最先端の検査機器と食味の専門家による審査が行わ

ニッ
ポ
ン
エ
ー
ル 

い
ち
ご
＆
ミ
ル
ク

4
5
0
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…
1
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9
円（
税
込
み
）

最
高
金
賞
の
岡
山
県
立
高
松
農
業
高
校

に
全
農
賞
を
贈
呈

　全農は、㈱伊藤園と清涼飲料水「ニッポンエール いちご＆ミルク」を共同開発し、全国
の量販店やコンビニエンスストアなどで販売しています。　　　 【営業開発部・酪農部】

れ、最終審査に進んだ15校の中から岡山県立高松農業
高校が最高金賞を受賞。全農の高尾雅之常務理事より
副賞として全農賞（「にいがた和牛」のすき焼き肉、全農オリ
ジナル茶わん、カトラリー）を贈呈しました。今後も日本の食と
農の未来を担う次世代を応援していきます。

「お米甲子園2023」に
特別協賛
日本の食と農の未来を担う次世代を応援

休刊のお知らせ
12月25日号は休刊いたします。
次号は1月1日号です。 8


